
令和 5年度 課外プロジェクト報告書 

プロジェクト名 教育実践力向上プロジェクト 

代表  

  

概要 

本プロジェクトは、「1．交流の活性化に関するテーマ」に関して、教育現場での実践経験を持

つ院生と、ストレート院生及び学部生が協働的に学び、チーム学校を担う教員としての教育実

践力の向上を目的としている。 

立場や学校種を問わず、参加者全員による対話を通して、教育実践に取り組むコンピテンシ

ーの向上を目的とし、教育実践に対してチームで取り組む愉しさの共有や、経験の交流、強み

を活かした多様な実践から、チーム学校の視点を身につけられる成果が期待できる。 

計画・実績 

①6月下旬 提案授業「質問づくり」 

②7月上旬 特別支援教育「視覚障害の疑似体験」 

③7月下旬 提案授業：理科「煮干しの解剖実験」 

④8月上旬 提案授業（中学校理科） 

⑤8月下旬 zoom座談会 

⑥9月下旬 提案授業「プログラミング（小学校）」 

⑦10月上旬 実践報告・講演 「生徒指導・学級経営」 

⑧10月下旬 zoom相談会「教育実習での疑問」 

⑨11月上旬 提案授業：総合（社会科）「平和学習」 

⑩11月下旬 ワークショップ：理科「エコピラ体験」 

⑪1月上旬 特別支援教育「ボッチャ体験」 

⑫1月下旬 実践報告・提案授業「朝の会と学級経営」 

⑬2月上旬 STEAM教育 

⑭3月上旬 未定 

成果 

・学習会での対話を通して、学校教育の課題に対して捉え方やアプローチが多様であること

を学ぶことができた。 

・問題提起をするにあたって、自身の実践を再考する契機になった。 

・ストレート院生は、教育現場の実状及びそれに対峙する教員の姿勢についてを、実感を伴っ

て認識することができた。 

・学内外の人（現職教員・他大学院生）と協働して学びの場を企画・運営することができた。 

課題 
・（主催が大学院生であったこともあり）学部生の参加者が少なかった。 

・提案授業の教科や校種に、偏りがあった。 

費用の内訳 

・消耗品：¥40,281 

・その他：¥0 

【合計】¥40,281(不足分¥281は自己負担) 

 




